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知, 2007年 10月 

35)  荒木 剛: スライドカンファレンス解答. 第 40 回中国四国医学検査学会. 高
知, 2007年 10月 

36)  柴田 宏: 凝集反応は生き残れるか. 第３回富士レビオ所内勉強会（講演）. 
大阪, 2007年 11月 

37)  柴田 宏: 免疫血清検査の偽陽性反応と性感染症検査の問題点. 第 21回九州
免疫血清研究会（教育講演）. 福岡, 2007年 11月 

38)  荒木 剛, 足立絵里加, 中村真由子, 吉田さおり, 藤原明美, 山本智彦, 荒木
亜寿香, 中野晃伸, 原田祐治, 丸山理留敬: 胸壁に発生した Clear cell sarcoma
の一例. 第 46回日本臨床細胞学会秋期大会. 仙台, 2007年 11月 

39)  狩野賢二: 検査でわかる良い睡眠, 悪い睡眠. 島根県臨床検査技師会 市民公
開講演会（講演）. 出雲, 2007年 12月 
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40)  礒部 威: 生活習慣病と睡眠時無呼吸症候群. 島根県臨床検査技師会 市民
公開講演会（講演）. 出雲, 2007年 12月 

41)  森木省治, 谷口由紀, 佐藤恵美, 森山英彦, 柴田 宏, 長井 篤, 西村信弘, 
稲垣文子, 礒部 威, 山口清次, 村谷哲郎: 同一患者の尿と便から検出され
た ESBL産生 Escherichia coliと Klebsiella pneumoniaeの臨床微生物学的検討. 
第 32回山陰感染症化学療法研究会学術講演会（講演）. 米子, 2007年 12月 

42)  石川典由, 中本 周, 丸山理留敬: 乳腺腫瘍. 第 42 回山陰病理集談会. 出雲, 
2007年 12月 

43)  石川典由, 原田祐治, 丸山理留敬: 右肺～胸膜病変. 第 42 回山陰病理集談会. 
出雲, 2007年 12月 

44)  柴田 宏: 日当直のための緊急検査データの読み方「感染症検査（HBV, HCV, 
HIV, TP）判定の注意点」. 平成 19 年度日臨技生物化学分析部門研修会（講
演）. 四日市, 2008年 1月 

45)  新田江里: 心臓超音波検査（初級～上級）. 島根県臨床検査技師会生理研究
班研修会（講演）. 出雲, 2008年 1月 

46)  森木省治: 医療従事者が知っておきたい耐性菌. 島根大学医学部附属病院 
平成 19年度第 5回感染対策研修会（講演）. 出雲, 2008年 1月 

47)  兒玉るみ, 三島清司, 陶山多美子, 吉野 功, 國司博行, 柴田 宏, 竹谷 健, 
益田順一, 吉川陽子, 内田由里, 長谷川有紀, 金井理恵, 山口清次: 慢性 ITP
の経過中に診断発見された巨大血小板を伴う血小板減少 , 難聴を呈した
Epstein症候群. 第 36回島根血液凝固免疫症例検討会. 出雲, 2008年 2月 

48)  森山英彦: 全自動免疫測定装置 HISCL-2000i の使用経験について. シスメッ
クスウィンターセミナー in 広島（講演）, 広島, 2008年 2月 

49)  三島清司: 血液形態検査(白血球系）における目視再検基準に関する指針. 中
国臨床検査技師会主催 平成 19年度血液検査研修会（講演）. 山口, 2008年 2
月 

50)  石川典由, 原田祐治, 並河 徹, 長崎真琴, 中村真由子, 足立絵里加, 丸山理
留敬: 右肺腫瘤状病変と左腹腔内腫瘤状病変. 第 95回日本病理学会中国四国
支部学術集会（スライドカンファレンス）. 広島, 2008年 2月 

51)  足立経一, 川口美喜子, 成相由起子, 端本洋子, 佐藤恵美, 陶山洋二, 野津吉
友, 尾村賢司, 遠藤進一, 西本綾子, 難波 雄, 今岡リウ子, 日原千恵, 飯島
献一, 岸 和子, 板倉正幸: 半固形化栄養剤時の胃食道逆流についての検討
－食道内多チャンネルインピーダンス法を用いて－. 第23回日本静脈経腸栄
養学会. 京都, 2008年 2月 

52)  足立経一, 川口美喜子, 成相由起子, 端本洋子, 佐藤恵美, 陶山洋二, 野津吉
友, 尾村賢司, 遠藤進一, 西本綾子, 難波 雄, 今岡リウ子, 日原千恵, 飯島
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献一, 岸 和子, 板倉正幸: 入院 2 週間後の TTR 値からみた入院時栄養評価
項目についての検討. 第 23回日本静脈経腸栄養学会. 京都, 2008年 2月 

53)  福間麻子, 狩野賢二, 田中延子, 新田江里, 宮木真里, 庄野智子, 宇野誓子, 
柴田 宏, 長井 篤: 頸動脈プラークスコアによる住民検診と脳梗塞の特徴. 
第 2回西部支部学術発表会. 大田, 2008年 2月 

54)  柴田 宏: 臨床検査を予測しよう－HBV－. 第 20 回近畿臨床検査技師会 免
疫血清検査研修会（講演）. 和歌山, 2008年 3月 

55)  出口菜穂子, 田中延子: 当院における睡眠時無呼吸症候群の検討. 第 6 回中
国地区 PSGユーザー会（講演）. 岡山, 2008年 3月 

56)  出口菜穂子, 田中延子: CRAPにより CSR-CSAとなった症例. 第 6回中国地
区 PSGユーザー会（講演）. 岡山, 2008年 3月 

57)  石川典由, 中本 周, 伏見聡一郎, 原田祐治, 荒木 剛, 丸山理留敬: 腹腔内
腫瘍. 第 43回山陰病理集談会. 米子, 2008年 4月 

58)  森木省治, 西村信弘, 礒部 威, 山口清次, 柴田 宏, 熊倉俊一: 島根大学医
学部附属病院における感染制御情報システム導入の効果. 第82回日本感染症
学会総会. 松江, 2008年 4月 

59)  西村信弘, 礒部 威, 森木省治, 熊倉俊一, 山口清次: 抗菌薬の使用届出制導
入による抗菌化学療法の適正化への取り組み. 第 82 回日本感染症学会総会. 
松江, 2008年 4月 

60)  桐原由美子, 武智眞由美, 吾郷昭夫, 黒崎 薫, 海津幸子, 野津吉友, 斉藤洋
司, 山田高也: 制限食餌が ZDH (Zucker Diabetic Fatty) ラットの病理学的パラ
メーターに及ぼす影響について. 第55回実験動物学会総会, 第42回日本実験
動物技術者協会総会, 日本実験動物科学技術学会 2008. 仙台, 2008年 5月 

61)  福間麻子, 狩野賢二, 田中延子, 宮木真里, 宇野誓子, 庄野智子, 柴田 宏, 
長井 篤: 頸動脈プラークスコアによる糖尿病および脳梗塞の特徴. 第 57回
日本医学検査学会. 札幌, 2008年 5月 

62)  野津吉友 , 陶山洋二 , 柴田 宏 , 長井 篤 : インスリン抵抗性指標
（HOMA-IR）と臨床検査値. 第 57回日本医学検査学会. 札幌, 2008年 5月 

63)  荒木 剛: 細胞検査士企画スライドカンファレンス出題. 日本臨床細胞学会
島根県支部会. 出雲, 2008年 7月 

64)  新田江里: 教育症例提示（循環器領域）：心アミロイドーシスの一例. 第 4回
日本超音波検査学会中国地方会. 松江, 2008年 8月 

65)  福間麻子, 佐藤秀一, 三宅達也, 木下芳一, 角  隆, 新田江里, 宮木真里, 
庄野智子, 長井 篤: 限局性低脂肪との鑑別にソナゾイドによる造影超音波
検査が有用であった転移性肝腫瘍と考えられる 1例. 日本超音波医学会第 44
回中国地方会学術集会. 倉敷. 2008年 9月 
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66)  新田江里, 吉冨裕之, 田中延子, 角  隆, 宮木真里, 庄野智子, 福間麻子, 
伊藤聡子, 田邊一明, 長井 篤: 背臥位により生じる呼吸困難の原因診断に
心エコーが有用であった食道癌の一例. 日本超音波医学会第44回中国地方会
学術集会. 倉敷, 2008年 9月 

67)  柴田 宏: イムノクロマトグラフィー法の基礎知識. 平成 20年度日臨技生物
化学分析部門（免疫血清）研修会（講演）. 札幌, 2008年 9月 

68)  陶山洋二, 野津吉友, 柴田 宏: メタボリード HDL-C（協和メデックス）と
基準法（簡易 DCM 法）との比較. 日本臨床検査自動化学会第 40 回大会. 横
浜, 2008年 10月 

69)  柴田 宏, 森山英彦, 谷口由紀, 長井 篤, 加藤寛隆, 角田浩一: 全自動免疫
測定装置HISCL-2000iを用いたHBｓ抗原の高感度測定. 日本臨床検査自動化
学会第 40回大会. 横浜, 2008年 10月 

70)  谷口由紀, 長井 篤, 柴田 宏, 森山英彦, 藤野達也, 中村辰巳, 青柳葉子: 
全自動免疫測定装置「HISCL-2000i」による HCV抗体測定試薬の基礎的検討. 
日本臨床検査自動化学会第 40回大会. 横浜, 2008年 10月 

71)  吉冨裕之: 僧帽弁疾患の評価. Echo Heart Izumo 2008. 出雲, 2008年 10月 
72)  角  隆: 症例検討. Echo Heart Izumo 2008. 出雲, 2008年 10月 
73)  高橋 勉, 秋元美穂, 三島清司, 川上耕史, 大西千恵, 井上正弥, 三宅隆明, 
田中順子, 津村弘人, 石倉浩人, 本間良夫: 骨髄性白血病細胞の分化誘導に
対する Hedgehog シグナル阻害薬 Cyclopamine の促進効果. 第 70 回日本血液
学会総会. 京都, 2008年 10月 

74)  野津吉友: 生化学, 生理検査から. 島根大学医学部附属病院栄養サポートチ
ーム（NST）教育セミナー（講演）. 多岐, 2008年 10月 

75)  柳楽 槙, 三島清司, 兒玉るみ, 吉野 功, 陶山多美子, 國司博行, 柴田 宏, 
長井 篤: 高感度フローサイトメトリー法による PNH 型血球検出の有用性. 
第 41回中国四国医学検査学会. 下関, 2008年 11月 

76)  谷口由紀, 森木省治, 森山英彦, 佐藤恵美, 野津泰子, 柴田 宏, 竹谷 健, 
長井 篤: 我が国で初めて血液培養から検出された Lecythophora mutabilis の
一症例. 第 41回中国四国医学検査学会. 下関, 2008年 11月 

77)  森山英彦 , 谷口由紀 , 柴田 宏 , 長井 篤 : 全自動免疫測定装置 
HISCL-2000i による梅毒 TP抗体測定の基礎的検討. 第 41回中国四国医学検
査学会. 下関, 2008年 11月 

78)  柴田 宏: 感染症検査判定の注意点. 第 41回中国四国医学検査学会ランチョ
ンセミナー（講演）. 下関, 2008年 11月 

79)  松田親史: 尿沈渣 診断に近づくための各種染色法－何をどう見て, どう考
えるか！－（形態検査シンポジウム）. 第 41回中国四国医学検査学会. 下関, 
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2008年 11月 
80)  金井理恵, 吉川陽子, 内田由里, 長谷川有紀, 山口清次, 兒玉るみ, 三島清司, 
竹谷 健, 益田順一, 加藤陽子, 國島伸治: 慢性 ITP の経過中に診断された
MYH9遺伝子変異を認めた Epstein症候群の１例. 第 50回日本小児血液学会, 
第 24回日本小児がん学会外合同学会. 千葉, 2008年 11月 

81)  宇野誓子, 宮木真里, 田中延子, 狩野賢二, 柴田 宏, 長井 篤, 飯島献一, 
山口修平, 加藤洋介, 福田千佐子, 廣岡保明: Head-up tilt test を用いた睡眠時
無呼吸患者の自律神経機能評価. 第 55回日本臨床検査医学会学術集会. 名古
屋, 2008年 11月 

82)  陶山洋二, 野津吉友, 柴田 宏: メタボリードHDL-CによるHDL測定値の評
価と測定原理の違いによる乖離検体の解析. 第55回日本臨床検査医学会学術
集会. 名古屋, 2008年 11月 

83)  長井 篤, 若林規良, シェク・アブドラ, 塩田由利, 小林祥泰, キム・スン, 三
島清司, 山口修平, 柴田 宏, 益田順一: 脳虚血モデルラットにおける骨髄
間葉系幹細胞株移植の効果. 第 55 回日本臨床検査医学会学術集会. 名古屋, 
2008年 11月 

84)  荒木亜寿香, 荒木 剛, 中村真由子, 吉田さおり, 足立絵里加, 宇野千恵, 竹
谷 健, 中野晃伸, 丸山理留敬, 原田孝之: 小児精巣胎児型横紋筋肉腫の 1例. 
第 47回日本臨床細胞学会秋期大会. 東京, 2008年 11月 

85)  三島清司: 血球形態標準化案の検証. 平成 20年度島根県臨床検査技師会血液
検査研究班研修会（講演）. 出雲, 2008年 11月 

86)  吾郷真子, 竹谷 健, 内田由里, 金井理恵, 山口清次, 三島清司, 陶山多美子, 
兒玉るみ, 吉野 功, 國司博行, 柳楽 槙: Leukapheresisにより TLSを回避し
て寛解に入ったNeurofibromatosis合併急性リンパ性白血病の 1例. 第 37回島
根造血器腫瘍研究会. 出雲, 2008年 11月 

87)  小谷暢啓, 安達和子, 國澤良嗣, 高橋伸幸, 北村 順, 佐藤秀俊, 石橋 豊, 
吉冨裕之, 丸山理留敬, 東城加奈, 関島良樹, 池田修一, 田邊一明: Thr60Ala 
変異トランスサイレチン（TTR) アミロイドーシスを姉妹で認めた症例. 第
93回日本循環器学会中国地方会. 広島, 2008年 11月 

88)  小谷暢啓, 高橋伸幸, 北村 順, 佐藤秀俊, 吉冨裕之, 石橋 豊, 東城加奈, 
池田修一, 田邊一明: 心アミロイドーシスの診断におけるテクネチウム 99ｍ
ピロリン酸心筋シンチの定量評価の有用性. 第 4回中国・四国 Vascularフォ
ーラム. 岡山, 2008年 12月 

89)  石川典由, 中野晃伸, 丸山理留敬: 骨髄病変. 第 44 回山陰病理集談会. 米子, 
2008年 12月 

90)  石川典由, 丸山理留敬: 肺腫瘤. 第 44回山陰病理集談会. 米子, 2008年 12月 


